
　　　性質に關しては甑に述べたので省略するが，この地域の

を　　　　ものにらいて日本鋼管川崎製鐘謄材課に於七行つた第

　　　歯次試験結果によると衣の様で疹るo

　　　鵬磯緻麟9眺＋マグネシャ妙，ンか10％締
　　　汁で煉つたものを煉瓦として李燈め裏壁に使用したoこ

　　　の結果牧縮があわ焼くずれを生じ普麺マグネシヤ煉瓦の

　　　約躍の耐久焼示した。磯し勃眺較的朗であ
　　　つたo從つ亡この地域のものは混合マグネシヤクリンカ

　　　ーの量を壇し，焼成煉犀として使用すれば・、良結果が得

　　　られるかも知れぬ由であるo継尚第二次試験も行いつ』　ー

　　　あるので，更にその結果が明かにざれるであろう。

　ゆ　　撒麗岩の操掘選鑛に當つては友黒色緻密堅硬で黒色斑

　　　黙が少く，蛇絞岩の線色部を俘わない様な部分を選別す

　　　る事が肝i要である0

　　　　　　　　6・品位及び蜘瞳
　　　　この岩隙訟ゼは原岩の部分と蛇紋測ヒした部分との・

髄筆者：長肇縣宮川鑛山及びその附近の蛇紋岩調査報　・

＼

　　告
撒日本鋼管盤材課若林朗談　，

5サ3・61：553・678：550・8（521・22）

1
比
は略70％：30％位と考え挙れづ。、現在の道路面以上め

判明した丈の分布範園丙で撒匿岩の鑛床量を算定すると

擬鑛雁駒・5嘆トン錫る・但嵯當つて獺瑠
る部分は現在の採掘場附近であるから，この部分では約

100萬トンと雛される0

　　　　7．鑛山の沿童並びに現況
　現在は群馬特殊ク、リンカー工業有限會肚の所有で絡蛾

以前は殆んど稼行されていな瀕ネこ。璋召和2咋齢繊

の年以後現経螢者佐藤萱1」郎の厨有となわ・・クリンカ｛

としては約2，000屯を日本鋼管へ，約500トジを野村製鋼

’
へ
萱

鑛したが，昭和21年9月以衆再が休山している。

採掘場はトラツク道路面よわ約3伽の高さにあり・そ

れよわ簡易索道でトラツク道路附近に蓮搬し・1日1ト

ン慮理の焼成櫨4基を備えてクリンかを蓬つていた6

　　　　　　8．結　　論’
　ゆ　この地域に鍵する撒彊岩は前述した様な歓黙を有し
ているが，僥し勧が比較的良好であるので略鋼管川

崎製鐵所盤材課に於げる今後の試験の結果如何に依ては

實用k供し得る訂能性も考えられる。

　　　　　　　　　　懸、　　　　　、
、

自立鑛山絹雲母鑛床調査
岩　生　周　一契

　　　　　R6SUfn6
　Seridte　Ore　at　Hidachi　Mine。

　　　　bダShuichi　Iwao．

Seeingth今imp・τtaFce・fsericiteρreami＆

ing　mater至a玉of　refractory　bricki，』the　sericite’

deposit　of　the　Hitachi・CoPPer　Mine，Ibaragi

Prefe“ture、wassurveyedin1949』lnthisrep・r㌻

　　トthe　char含cter　of　the　ore　and　the　ore　reserves

are　briefly　told。

　　　　　　1．緒　　言
日立鑛山産絹雲母鑛床は職時勅哩原鑛として蜘蜘．

に於て調査が行われ，’又それ以前，石英の含有量の比較

的多い絹雲母石英片岩は製鋼櫨材≧して調査された事が

あわ，叉銅製煉の融剤として相當多量に使用された事も　’

ある。、

今回はシ｝モツト煉瓦製造の際の添加アルカリボンド

　　　　　　　　　　　　　　　しとしてこの鑛石が適當であるかどうかに關連してその基

礎的資料の一？輩得る爲に概略9調査を行つた。

調牽は岩生がこれに當り，期聞は昭和23年＄月7日か

ち8月10日迄であるo　’「

髄鑛床部葬金馬課長

　調査あ結果はこの鑛床は絹雲母含有量，鑛量の黙では　一

問題はないが倫，粒度：其勉に關して研究す可き黙があり

特に鰍物以外鞭途瑚してこ礁ケ調題晦る縄

’知れない事が朗かにされた◎

　筒，坑丙圖及び坑内地質圖は一部を除き’1大部分鑛山側

資料に依つた。ピの黙に關し多大の便宜を供與された採　㌧

鑛課に深く謝意を表するQ　，

　　　　　　2．地　　質　　一
　此の附近の地質に關して偉極めて文献が多いのセ，

（1），（22，（3），（4），（5），女6）地質の概略舛麟いては

之等從來の諸説に從い・問題の絹雲母片岩に關してだけ

述べる。

　絹雲母片岩（絹雲母石英片岩を含む）は吐の地域では

地較的攣成度の高い結晶片岩中に含銅硫化鐵鑛床と相俘

い又はその附近に産する。　’

　此の結晶片岩は所謂赤澤統と構せちれるもので主とし

て璽墓性火成岩源のものから成わ，部分的に馨王質水庫

岩源と推定されるもの，叉は石次岩或は泥友岩源と、思わ

れるものも俘つているo、．　　　　　　　　　　　　　㌧

　渡邊萬次郎及び杉健一・の所説の様に，’絹雲母片岩は之

等の岩石が含銅硫化鐵鑛床の生成に俘う中潔性熱水作用’

に依つ七生じたもので，緑泥片岩も此の時期に生じたと

36
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望

　推定される。｝、

　　　　　　　3・鑛床ゆ概略
◎　　含銅硫化鐵鑛床の分布と形黙’『

　　1鑛床は略々結晶片岩の片珪の方両，邸ち南北寄わの

　束北～西南方向に幾分灘曲した形で配列した鑛床群から

　成り，東北方から，笹目，・中盛，瀞隆，本坑，赤澤，高

　鈴の名欝で呼ばれている。他にこの配列線から西北方に
　　　　イリシケン　梢々離れて入四間鑛床群力喀在する。入四間を除く他の

　鑛床群は凡そ5～20の大小の鑛艦かも成り・その幅は凡，

　“そ伍00m～300m，総i延長は，凡そ1，600mに蓬している。

　入四間鑛床群は遙かに小規模である。　、　　』

　　2入四間を除く大部分中鑛艦は概ね西北方べ500’γ70。

　くらいの傾斜を示し，母岩の線歌構邉に從つて北方へ．

　600～80。時に200くらいの角度で落しセいう傾向が見ら

　’れる。

　　3各鑛謝ままだ充分明かではないが，水亭方向よりも’

　寧ろ落しの方向に長く伸びて居う，若午の分岐糟曲を示

　す。
　　4入四間鑛床は例外的で東南方へ5po～70。・傾斜西南

　方《＼落している0

　　5現在確認された鑛床群の深さはレベル以上約100m，

　一レベル以下最低約600mであるo

　　絹雲母片岩の分布と形賦

　　F一坑内に於ける分布は次の通りである。

＼磐、　置
　　－　　、坑
　　　，準タ＼

第4赤澤

上盤西

第6赤
澤．、

第2本坑

、下盤竪入

　入四間・…・…一一絹雫母片岩を優かに件：う。，，

鵜…・』…・…繹母片岩を俘灘だし。・

　　　　　　　　　　磯下盤／欄雲母片岩を件う．　　＼
　第二本坑下盤ノ．
　　　　　　　　　　　　　　　1　駕
欝一』亜下齢轄母片岩を多量に件う．・

他に露頭として佐竹坑々i外から珪石山に宣つて絹雲母

片岩及び絹雲母石英片岩が廣く鍵，し，叉第5本坑西方

に梢々廣く分布している。　・

‘絹雲母片岩の規模は大薩含銅硫化鐵鑛床と類似し亡お

りぞの中に富鑛騰と見られ，鑛床として稼行の勤象とな

るものはその20～30％程度を占菊ている。

絹雲母片岩の落しは略々含銅硫化鐵鑛床と・一致する。・

　　　　　、4．絹雲母鑛床
〔規模と形〕　　　　　　　’　　『　　　　　　ド

　　　　　　　　　　　ノ鑛床は從來又現在も稼行の封象となつていない爲含銅

硫化鐵鑛床に較ざてその形歌は殆んど明かにされていな

いが，其の壼歌ふら見て，硫化鐵鑛床を園んで1或は相

俘つて，叉は猫立に略々不規則レンズ歌を成して鍵す

るものと考えられるo

．富鑛騰の分布’

今回の調査及び鑛山偵迂に依つて確認されたものを表示

すると次の通わであるlo

Om
250m

　300m㌧
N o．1中段

300m

⑫O
！、

O

O

12高鈴

東南部

『・

13高鈴

下盤

1

入四間第5本坑北

第4本坑下盤
∫…

1
O『

1』．

1

高鈴r赤澤

中間下盤

1・

富鑛髄あ大きさ

推定される大きさは次表の通わである。

但し幅2m未備のものは省略した。

幅 延長1深さ（予想）

1σ’

O　m入四聞第4本坑下盤

O　m入四聞第5本坑北，

250m第4赤澤上盤西
鵜斑第2本坑下盤不
250、m12高鈴東南部

鵜翫高鈴r赤澤一欄
300mNo．1中段13高鈴下盤

300m第4赤澤干盤東
，龍躍m鄭竪坑東

4m
5m
10m
10m
2ロ1

3血

10m

3m
5m

30m
30m
10m以上

10m以上

40m

50nガ

10m．

・30m以上

30m以上

20m以上

50m（推定）．

60m以上
　（推定）
．70瓢以上

50m以上

・　　37

　深さの豫想は最も困難であるが，第2本坑下盤竪入の

鑛薩叉は250～300m高鈴一赤澤r中聞鑛騰の様に延長よ
の　　　　　ロ

わも深さが大であることが確實に推定されるものがあ

鉱且つ硫化鐵鑛床が延長よわも深寮の方向年遙かに末

であるので，これと成因的に闘係ある絹雲母鑛床も亦，

延長よわ深さの方向に長く伸びていると豫想す可き根擦

は充分であると思われる。、

　母岩との關係

　富鑛騰と貧鑛との境は漸移的で明瞭でない。

　他の結晶片岩類特に角閃片岩類と絹雲母片岩との境は「

、部分的に屡々：其等の片理と無關係にこれを横切軌且っ

幅工m～10mくらいの特御ある中間樽を爽んでいるo

　その明かな例が次の4ケ所矯認あられるo
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象

　　　0　　　　　　　　　　　約1m

　　第1圖　絹雲母片岩と母岩とゐ關係一例
　　　　　（第4赤澤上盤西）　　／S二絹雲母片岩　　　Ch：石英線泥片岩

　　Q：珪化帯　　　　Am：角閃片貴
　　Ac：含絹雲母陽起石石英片岩

・蕩欝澤上纈（蜘圖）

名、第四赤澤上盤酉、D

　250m
3．十二高鈴300m：No．2中段

4．第四赤澤上盤西

　250m
場上に共通な事實は，

絹郵戦議輪1籍礁雲母

　　　’→角閃片岩　（原岩）

なる漸移響が認められる事であるる

　此の事實は絹雲母片岩璽少く共多くの部分が角閃片岩

，類を交代して生じた事，爾者の聞では若干の成秀の交換

　　　　　　　　　ゆが行われた事，交代作用に徐う容積の攣化億殆んど見ら

れな海つた事等を明示しており，絹雲母片岩の成因王重

要な示唆を與えるもので・あるo

　含銅硫化鐵鑛床との關係一　、

　硫化鐵鑛床は直接角閃片岩と相接する事無く，『絹雲母

片岩（含線泥石叉は含黒雲母）黒雲母片岩，石英片岩（含

絹雲母珪化幣），等の中に胚胎する。

　之等の事實から含銅硫化鐵鑛床の生成と絹雲母片岩の

生成とめ緊密奉關係を推定出來為・

　　　　　5．鑛　、石
　肉眼的特嶺と構造組織　　　　一　　　　、’　　O

　高品位のもの像殆んど純白，絹糸光澤に富み，片理構
1
邉
又 は線歌構造力嬢達する。

　叉粒度が大で肉眼で絹雲母鱗片を認め得る。・石英70％

　試料番號　　SiO2　　FegO3－　A1203　　CaO

5　、

9
12

18・

24

、261

27

　　せ86』39　　　　　0．35

67．09　　　　　0．91

62．24　・・　㌧1．77

74．241．　　、0．67・

．77．24　　　　．0．70

74。30　　　　・0．9す

75．94　　　　　0．59

9．32　－　0．15

21．26　　　0．24

24．77　　　0．89

16ボ48　　　0．65

16．19　　　0．56

16．92　　　2．09

－
1
3．82　　　0．61　．

MgO
O．25

0．09

0．99

0．60，

0．49

’0．79－

0．54

以上くらV・のもめは梢々堅硬で崩れ難いが，石英60～50

1％以下くらいで絹雲母に富むものは脆弱で中にはムンマ

ー叉ぱ手で掻き取り得おものがある。

　硫化鐵の微晶を俘う事があり．，其の量の梢々多いもの

は淡友色叉は黄褐色に汚染している。』

　紅桂石の斑鞭晶に富むものがあう，白色の素地に淡

紅色イボ状の斑黙として認められる6全紅石微晶が所々・

に相聚つて類似の赤色斑黙を作つている事もある。

　鑛物組成

　主成分鑛物……石英絹雲母
　　　（30～80％）（70～2Q％）

嚇囲簸叢叢酌．
　　副成分鑛物で常に俘うものは全紅石丈であ．り，

　　高品位鑛では一般に硫化鐵を件わない◎

　絹雲母の性質・

　絹雲母片岩中の絹雲母億就いて嘗つて行われた瀬戸國

勝の化學分析及び敏多くの試料に就き筆者が測定した光

學性畝の勘砺る・　　一

　　　　　Wt％
Sio2　47．14　「

A120337．13　1
Fe203　0．64

MgOO。17
CaO　O．71
Na2Q　　O．65　　．

Kl20　9．98
十H20　　　4．28

MgLprOP

SiO2／R2032・2

Sio2／R20＝7．1　、

R203／K20≠3．4

　　　P言十　　100．70

　2v二　　30◎～40◎（一）　　・

　β＝1・584～1。591

騨ち此の絹雲母は白雫母に迅・もgである6

粗～度1、、

鏡下に於て測宙した粒度の概略は次g通わで南る。

　石英0。2mm～0．3mm
．絹雲母　0・8mm（レ1mm、

　紅柱石　0』5血m～　2mm

　金紅石　0．005mm（・0．11卑m

化學成分’

岩生が操取した試料につき分析を行つた結果は次表の

通わそある。

MnO
、0．04

F
o

．Ol

O．03

－0．03

0．03

0．04

0．03

138　　●

Ig．10ss　・、TiO2　　K20　・Na20

1．21．

且9・／N鰹糊・ρ』8154、

　3．29　　　0．30 　　6．85　　・0．76

2．・08

1．88

3．78

2．34　　　0．20　　　3．99　』　　0。39・
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37

　　5。

　　9．

　　12．

　　18．

　　24』

　　26．

　　27．

　　35．

　　37．

　No．

No・，37の理203含有量が異常に多いのは紅桂石に由來

するo

　　　76・37・幅，・3・・’α69α57．α・3　2・64α・6，
　　　66．22　・1．20、25．23　0．61　0．50　0．04・、、2．44

　　　　　　　　　　　TiO21K20，Na2Q』Ni，Cr203一一・地質調査所分析

　　　　　　　　　　　其他の成分………………・・……日本鋼管に依頼分析

珪　　石．　山、、『∴・　　　　含紅柱石絹雲母片岩　　　　　　・硫化鐵
　　　『　　　　〃　　　．　　　　　　・　、　絹雲母片岩中の緑色部分　　　　　　　ク’

　250m第4赤澤上盤西　．，，絹雲母片岩　　 ・　一ク
高鈴赤澤中蘭250fn一卜盤　　　　1　　』　　　ク　　　　　　　　　　　　ク

高鈴300m，第13高鈴下盤　　・　　含紅桂石絹雲母片岩77　　　　　 Fク

第2本坑200m下盤　　ら　　　r　　絹雲母片岩　（含方解石）　　　1　　　ク

第2本坑300m下盤　　　　　　・　’　　一ク　　　　　　　・　　．1．一　．ク

高鈴，赤澤中間300m下盤　　　　　　　　”　　　　　　　　、　　　　　　ク。

入醐第5本坑北方、、　・擁柱礁雲覇岩（雛石特に多し）ク・．

26のCaO、の含有量の多いのは方解石に由架し，　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　売分析結果を掲げる。

3．24　　　・0．59

’

殆無し

　ク

〆ク　　．

　ク

　〃　　　　　　魁

　ク

　1〃

　〃

　ク

次に参考資料として日本鑛業地質調査部から提供され

爾本鑛業地質調査部資料》

位　　　　　置 Cu　　　Fe　　．S SiO2　　A1203　　CaO．　MgO Alkalies　Ig．10ss

佐．　竹’　坑　　　　　　　　tf

佐　竹　坑　　　　　　　ク
珪　　石　　山　　　　　　　　　”

珪　　石　　山　　　　　　　　　”

2H250m下盤　　　　　　　　　　　ク’

21H250m下盤No・3　　　　　　　〃

2H250m下盤No．4　　　　　　　　”

4A300m東　　　　　　　　　　　”

4A300m東下盤No．5　　　　　　　”

4A300m東下盤No．6　　　　　　　”

4A300m東下盤No。7　　　　　　　ク

12T300m地並No・4　　　　　　　ク

13T309m中曝　　　　ク
13T300m中段No・2　　　　　　　　ク

13T300mN6．1中段No．3　　　　　グ

13T300mNo．1中段西下盤’　　　〃

＼　　　　　　　　　　　　H　本

　　　　　　　　6．　品　　　位

，0．55　　0．37

4．87　　4．96F

・0．22　　0．02

0．11　0。04

0．58　　0．・05

0．38　　0．04

0．75b．17

0．43　　0．09

0．56　　0．38

0．59　　0．06

0．64　　Q．13

6．58　　6．35

0．47　　0．04

1．18　0．34

1．28　0』88

0．54　　0．10

坑　　A：

　光學性から推定すると鑛石中の絹雲母の性質は殆んど

同橡であるから，品位は一般に鑛石中のアルカリの量で

代表される。

　此の品位は亦，陶磁器用原鑛，加里原鑛其他の用途に用

いる原鑛石としても一般的に考盧され得る品位である。

　分析試料採取箇所の中次の箇所から産するも．のは一慮

、使用に不適當（Fe，Caの著し、く高いものも含めて）そあつ

て，其他ゐものは利用可能性があ「ら，其の品位の範園ほ

　79．07．

　75．69

　83．78』

　85。36

　69．97

　75．96

　83．36

　76．12

　69．39

　75．58

　72．98

　74．10

　72．20

・71．50

　71．00

77．88』

赤

　15．05』　　0．99　　　　　0．26

　　9。87　　　0．62　　　　．q，32　・

　10．74　．1。15　0。05

　10．47　　　0．22　　　　tr

　15．60　　　　3．87　　　　0．33

　17．81　0。45　0』17

　　9．71　　　0．56　　　　0．47

　18．54　　　　0．64　　　　　0．11

／　21．16　　　　0．59　　　　　0．98

　13・95　1・32　’1・09

　17．90　　　　0．56　　　　　0．68

　　6．86　　　　0．93　　　　　・0．72

　－18．43　　　　2．Ol　　　　O．77

　19．36　　　　1．30　・　　　0．46

　18．40　　　　2．13　　　　0．56

　16．85　　　0　．36　　　　0．34

澤　　T　I高　　　鈴

1．37　　　　・1．60

2．17　　　　　4．32

2．64　　　　　0．60

2．11、　　　1．07

『4．23　　　　　4．74

2．50　　　　　’2。78

2．26　　　　　　0．90

2156　　　　　1．53

3．48　　　　　2．98

3．48　　　　　　3．86

4。16　　　　　2．32

1．26　　　　　7．09

3．87　　　　・2．71

F
2

．58　’　　　2．82

2．26　　　　　2．31

1．77　　　　．1．87

A120314～25角亭均A120317％土，自嚇牒母約38～

67％，z昏均46％±と推定されるo

　　　　』使用『に適せぬ鱗石を

　　　　　産する箇駈

1珪石山∫第二本玩250m下盤，佐竹坑工部，’㌃

　第土本坑牟50m下盤Nb，4・12高鈴300m地並：No・4，

∫13高鈴300mNo4中段No．寓13高鈴300m中段奥

　　　　　　　　17・鑛　床　量
『
／
A1壷0、一14％以上ゐもの」鑛床量を富鑛薩の大きさの項
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ノ

の　、

で表示した敷字を基礎として計算すると全騰として約20．

万か（予想）であり，筒増加の見摯が大きし♪。但し比重＝

2・5とした◎．

　　　　8．鑛石の庭理及び採鑛
　耐火煉瓦混入用乏しては殆んど選鑛の要はない。他の［

用途に關しては今後の問題として研究を要する。殊に純

度，粒度結晶の形歌等が微妙な影響を與える陶磁器，・紡

．績，製紙，ゴム充墳用等の場合叉は此の鑛石の粒度が一

般の絹雲母に比し遙かに粗い馳を考慮して粉碑，’精製等

に新たに特別の工夫を要するであろうρ

　山元生産原憤は鑛由側中意見によれぼ含銅硫化鐵ど大

　　　　　　　　　　　イ1
差
無 いが，現在の鑛山の稼行朕況下で比較的容易に直ち

に探掘む得るζ思われる絹雲母鑛床は次の通りである・

　L　Om坑準手押しによる場合

　　　　　　ゼ　　　入四間だけ
　2．竪坑て蓮搬猫）を用いる場合

　　　2501n～300m第4赤澤上藍西

　　　2501h～300m第6竪坑東

　　　250m12高鈴東南部

　3・若し取明をす為場合

　　　300m　l3高鈴下盤　．

　しかし使用見込量が鯨O少量であれば鑛山としては却

つて煩を加える丈であpて稼行に難色があるであろう。』

　　　　　　亥・　献
（1）F。Otsuka：geology．of　a　part　of　tke　Taga

　Rβnge　1901・

（2）渡邊萬次郎；多駕山脈南部地質圖及び多賀申脈南

　部地質調査報交　工917，　・　　　　　　　　。

（3）渡邊萬次郎：日立鑛山附近の火成岩と其の鐘床に．

　封する關係に就いて　地質學雑誌▽oe．27，1920』

（4）木下韓城：七万五千分之一地質高幅及び説明書

　（助川圖幅），1935ず

‘5）Kl，Sugi：BPreli皿inary　Stu（1y　on　tke　Meta－

　m曾rphjc　Rocks　py　Southem・Abukum，e　Plaレ

　eau・Ysp・Your・qeoL　Geogr，vol　x11，耳os，

　3－r4。　1935，

（6）瀬戸國勝：日立鑛山産絹雲母及び絹雲母片岩の化

　學成分，岩鑛vo1，1，1929，　　　弩

く7）須藤俊男：粘土鑛物の鑛物學的性質，窯業協會難

　誌voL55，’，1947，

（8）須藤俊男＝微細なる雲母の化學成分科學voL18，

　1948，

（9）山岡一雄：日立鑛山入四間鑛騰の「落し」ξ鑛物の

　線歌配列方向，炭薩voL33，No．4，、lg4g，

し

，553。94：550．8（524）

室知麦田赤雫地逗赤間澤大谷澤調査畳

　松井　寛　一杉武治　逆瀬1藍1満丸漸『

　　　　　　R6SUm6
GeoI6gicarSurvey　of．Akam琶andσtani

　　Districtl　Sorachi　Coal－fie1δ，

　　　　　Hokkaido
by　Eiroshi　Matsui，Takeharu　Hitosugi，

　　　．Kiyom．aru　Sakasegawa
　 Th壬s　sur▽ey　was　entrusted　by　Seika　Coal

Mining　gompany．The　larea　is　located　nearly

3klm　north－east　o至Seika・Akabira　Coa1・mine』

　．The“Bibai” coal　b夢aring　for丘しation　in．

this　fi61d寸s　the　most　productive　in．玲hikar三

gr・uレ1n’thes・uthernpaft・fthisarea，the

formation　indicates　an　anti・clinorium　structure

pitching　to　the　north，and　northern　part　of

this　area　is，more　deeper　than　the　s（）uthern，

so　the　purpose　of撮iis　survey　is　to　estimate

　　　　　　　　しへwhether　the“format柔on”isμesent，at　work．

able　depth　or　not．

　Thef・即ati・nswhichdevel・Pjnthisarea
as　fo110ws：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

f・r孟ati・司member「thickness

　　　　ヒTakik灸waiC・ng！・，1・・sesand

unc・nf・rmityl

『Akama

120m十

fine．gr色enish　bl砥el29Qm十
sandst・ne，blue　I

　greymud5t・nel、

5．　Coa1・bearing．　　504m

4．The　second、　　　75u＋

　　　mudstone
3．Ostreasandstone55m’〉85m

2。AltematiGn　of　74m～92m
　．sandstone　＆nd

　mudstone
工．The　first　　　・100m十

　　　mudstone
・Bibai　　引dark　grey　mudstone
　　　　i‘
　　　　ド
　　　　’1

outcropsonly
at
sma11

　蝋ckneSS
墾炭田調査速報蒔砦燃料部
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